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１ 基本方針 

 福井県は、日野川地区水道用水供給事業について、以下のとおり水質検査計画を策定します。 

（１） 供給する水が水道水質基準に適合していることを遵守するため、定期的に水質検査を実施し

ます。また、臨時に行う水質検査についても、行う際の要件について明らかにします。 

（２） 水質検査計画には、水道法施行規則第 52条で準用される同規則第 15 条第７項に定めるとこ

ろにより、水道用水供給事業者が行う定期の水質検査について、検査すべき事項、当該項目、

採水の場所、検査の回数およびその理由を記載します。 

（３） 水道法第 20 条第３項の規定により検査を委託する場合における当該委託の内容については、

委託する項目、検査方法について記載します。 

（４） 水質検査計画による検査結果については、評価のうえ、各受水市町に対して公表します。 

  

２ 水道事業の概要 

給水、浄水処理の計画は下表のとおりです。 

事業体名称 福井県 

事業名 日野川地区水道用水供給事業 

浄水場施設名および所在地 日野川地区水道管理事務所 福井県越前市大塩町 62字 6-2 

給水開始年月 平成 18年 12月 

給水区域 越前市、鯖江市、福井市、南越前町、越前町 

計画給水人口 178,400人 

１日最大給水量 51,900㎥／日 

主な水源 桝谷ダム 

原水の種類 河川表流水 

取水地点 八乙女取水口（福井県南条郡南越前町八乙女） 

浄水処理方式 前処理（＊１）＋膜ろ過方式（加圧式全量ろ過方式）（＊２） 

（＊１）：前処理 粉末活性炭接触処理、除マンガン処理、凝集処理 

（＊２）：膜種類 無機(セラミック)精密ろ過膜、公称孔径 0.1μｍ 

浄水使用薬品 

ポリ塩化アルミニウム（凝集） 

液体苛性ソーダ（ｐＨ調整） 

硫酸（ｐＨ調整） 

次亜塩素酸ナトリウム（消毒） 

粉末活性炭（異臭味対策） 

 



３ 原水および浄水の水質 

水源の種類は河川表流水で、上流部には枡谷ダムおよび広野ダムがあります。水源流域は主に水田

地帯となっており、原水の水質は現在まで概ね良好な状態にありますが、以下の点に留意する必要が

あります。 

原水の汚染要因 水質管理上注目すべき項目 対処方法 

藻類の増殖 
臭気、ジェオスミン、 

2-メチルイソボルネオール等 
活性炭注入 

降雨、ダム放流等による

濁水 

濁度、色度、臭気、全有機炭素、 

アンモニア性窒素、ｐＨ等 

凝集剤および消毒剤の適正注入 

活性炭注入 

油類他による 

水質汚染事故 
臭気、濁度、ｐＨ等 

活性炭注入 

凝集剤およびｐＨ調整剤の適正注入 

  浄水の水質は、平成１８年１２月の給水開始以来、適正に浄水処理が行われており、水質基準値を

大幅に下回っています。 

0 

４ 採水地点 

（１）送水末端 

浄水は次の３系統の送水管を通じて各受水市町に供給します。採水は、各送水管路の末端の中継ポ

ンプ場で行います。 

・越前市を経て福井市片粕配水池に至る送水管路  （清水中継ポンプ場） 

・越前市を経て鯖江市下新庄配水池に至る送水管路 （鯖江中継ポンプ場） 

・越前市を経て南越前町金粕配水池に至る送水管路 （南条中継ポンプ場） 

＜別図１ 採水地点地図 参照＞ 

（２）浄水場内 

原水は取水流量計室、浄水は浄水池出口で行います。 

（３）水源 

八乙女取水口および上流の河川で行います。また、桝谷ダムおよび広野ダムで、４月～１１月に採

水を行います。 

＜別図２ 水源水質検査採水地点地図 参照＞ 

 

５ 水質検査項目および検査頻度 

  水道法施行規則第 15 条で検査が義務付けられている毎日検査項目、水質基準項目に加えて、水質

管理目標設定項目、その他の項目について検査を行います。 

（１）毎日検査（３項目） 

浄水池出口での色度、濁度、残留塩素の検査を１日１回行います。 

なお、送水末端では、色度、濁度、残留塩素の連続監視を行います。 

（２）水質基準項目（51 項目） 

原水および浄水について、法に定める頻度に従って検査を行います。 

＜別表１ 水質検査項目および検査頻度 参照＞ 

（３）水質管理目標設定項目（26 項目） 

農薬類（120 項目）については、上流域で使用されている農薬 33 項目を使用時期に合せて、月

１回検査します。 



 また、二酸化塩素は、当水道管理事務所では消毒剤として使用していないので検査を省略します。 

 ＜別表１、２ 水質検査項目および検査頻度 参照＞ 

（４）その他の項目（16 項目） 

    維持管理上必要な項目や病原虫の有無などについて、検査を行います。 

＜別表１ 水質検査項目および検査頻度 参照＞ 

（５）水源調査（31 項目） 

水源の水質状況を把握するため、取水口および上流の河川表流水について月１回検査をします。 

また、ダム貯水池については、４月～１１月に月１回検査します。 

＜別表３ 水源調査項目および検査頻度 参照＞ 

 

６ 水質検査方法 

水質基準項目の検査は、水質基準に関する省令（平成 15 年厚生労働省告示第 101 号）の規定に基

づく、告示に示された検査方法「水質基準に関する省令の規定に基づき厚生労働大臣が定める方法（平

成 15 年厚生労働省告示第 261 号）」（以下、告示法という。）により行います。 

水質管理目標設定項目の検査は、厚生労働省通知「水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規

則の一部改正等並びに水道水質管理における留意事項について（平成 15 年厚生労働省通知健水発第

1010001 号）」に示された検査方法（以下、通知法という。）により行います。 

  この他の項目については、｢上水試験方法（最新版）｣により行います。 

 

７ 臨時の水質検査 

臨時の水質検査は水道法施行規則第 15 条第２項の規定に基づき、次のような場合に行います。 

イ 水源の水質が著しく悪化したとき 

ロ 水源に異常があったとき 

ハ 水源付近、給水区域およびその周辺等において消化器系感染症が流行しているとき 

ニ 浄水過程に異常があったとき 

ホ 送水管の大規模な工事その他水道施設が著しく汚染されたおそれがあるとき 

へ その他特に必要があると認められるとき 

 

８ 水質検査の委託 

（１）自己／委託の区分 

水道法第20条第３項の規定に基づき、一部の水質検査を厚生労働大臣登録検査機関に委託します。 

定期検査項目の自己検査と委託検査の区分、検査頻度は、別表１、２のとおりです。 

   ＜別表１、２ 水質検査項目および検査頻度 参照＞ 

  なお、臨時検査項目の自己／委託の区分についても定期検査と同様とし、「７ 臨時の水質検査」

に基づき必要に応じて検査を行います。 

（２）試料の採取、運搬方法 

試料の採水は原則として自己で行います。 

採取した試料の運搬については委託し、告示法等に基づき試料は保冷し、破損防止の措置を施した

上、速やかに検査機関まで運搬するものとします。 

（３）実施状況の確認 



検査の実施状況について、検査機関に作業状況および水質検査結果を得るための記録の保管を求め、

必要に応じて記録の写し等の提出を求めるとともに、立入検査を行います。 

 

９ 水質検査計画および検査結果の公表 

（１） 水質検査計画 

策定した計画は、受水市町に公表し意見を聴取します。公表の方法は、文書で通知するとともにホ

ームページで公表します。 

（２） 検査結果 

毎月ごとの結果をホームページで公表し、年１回年報にとりまとめ発行します。臨時の検査結果に

ついてもホームページで公表します。 

 

10 水質検査結果の評価 

  水質検査結果についてはその都度、水質基準値等により評価を行います。水質検査結果が通常値よ

り逸脱している場合、または水質基準を超えるおそれがある場合は、直ちに原因究明を行い必要な対

策を講じます。また、検査の結果をもとに必要に応じて、検査計画を見直します。 

 

11 水質検査の精度と信頼性の保証について 

水質検査結果の信頼性を保証するため、①定期的な点検等による分析機器の整備、②水質検査マニ

ュアルの作成および改訂、③職員の検査技術の向上に努めます。また、自主的な内部精度管理として

「水道水質検査方法の妥当性評価ガイドライン」(平成 24 年９月６日付け建水発 0906 第２号)に基づ

く添加回収試験による妥当性評価の実施や、外部精度管理として国が毎年行う統一試料を用いた精度

管理調査へ参加（他検査機関とのクロスチェック）するなど、水質検査の精度を高め、信頼性の確保

に努めます。 

 

12 関係者との連携について 

広野･桝谷ダム統合管理事務所（ダム管理）、丹南土木事務所（河川管理）、丹南健康福祉センター

（保健衛生）、受水市町等と連絡調整を行い、安全で良質な水質を確保していきます。 

 


